
FM手法を 
活用したオフィス運営 

連続したPDCAサイクルの実施 

新しい価値の再創造 

Business Planとの連動 

マイクロソフトは設立25周年を契機とし、 
「日本マイクロソフト」として新たなスタートを
きりました。日本に根付き社会に貢献できる企業
を目指し、本社オフィスの移転をその重要イベン
トとして位置づけました。FMの手法を取り入れ 
コストの最適化と適切なサービスレベルでの運用
に取り組み,社員の快適な環境の実現しました。 
 

 

お客様に顔が見え,親しまれ,かつ尊敬される企業 
パートナー様との密な協業を推進できる企業 
前向きで生き生きとした人材にあふれ、 

 仕事を通じて自己の成長を実現できる企業 
ビジネス市場、コンシューマー市場において, 

 常に革新的な技術をお届けできる企業 
日本社会に根ざし,良き企業市民として, 

 社会に貢献できる企業 
 

これらの企業像実現にあたり、経営戦略からオフ
ィスづくりを一気通貫で実施し、プロジェクトの
スタート時より経営指針を基に、社員やマネージ
ャと共に,目指すべき企業像からオフィスへの具体
的施策の浸透にむけて度重なる働きかけを行いま
した。 
 
日本マイクロソフトが目指す企業像を実現する 
ため,どのような場創りをおこなうべきか。 
 連続性のある FM運営  
 コアビジネスであるICTを使った 

 先進的な場創りと効率的なFM運営 
 環境負荷を低減するための取り組み 
これらの運用を実施するために 専門知識を有する 
パートナー企業の協力得て。数値の見える化や 
データベース化。ライフサイクルコストを視野に 
入れた運用を実施することにより  
いままで以上のWork Placeの構築を実施し、 
社員,経営層の満足度の高い 
オフィスが完成し、順調な運営を行うことができた。 

日本マイクロソフトが目指すべき企業像 

日本マイクロソフトにおけるFM 

日本マイクロソフトにおけるFM運営の特徴 

最先端の 
テクノロジー 

FM運営における 
EcoSyasteｍの確立 

(*1)： 新宿本社・赤坂オフィス  第20回「日経ニューオフィス賞」情報賞 
(*2)： 九州支店 第22回「日経ニューオフィス賞」  
(*3)： 新品川本社ビル  第24回「日経ニューオフィス賞」 経済産業大臣賞・クリエイティブオフィス賞 
    テレワーク協会  第12回「テレワーク推進賞」会長賞を受賞  

コアビジネスを利用した 
ワークプレイス創り 

生産性を高めるワークプレイス 

ICTを利用した仕組みづくり 

快適性を照度削減 

社員が気が付かないEcoな取組み 

ICTを利用した効率化 

日本マイクロソフトの変遷 
 

1985 千代田区三番町に 
           日本法人設立 
1989 西新宿木村屋ビル 
1993 笹塚ＮＡビル 
1998 小田急サザンタワー 
2006 赤坂オフィス (*1) 
2007 初台オフィス  
2008 九州支店 (*2)  (*3) 
2011 品川グランドセントラルタワー 
 

日本マイクロソフト株式会社における FMの成功事例（１） 



  

取り組みのプロセス 

Executive 
Steering 
Committee 

User 
Committee 

Initiative 
Committee 

Functional 
Committee 

Change 
Management  
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プロジェクト活動に対する 
意思決定機関 

各部門の代表者により、 
新しい働き方の検討 

各部門の要望、要件、 
働き方に関する情報収集 
特殊要件の情報収集 

ニューズレター、社員総会 
チェア、カフェメニュー投票 

組織 目的 

プロジェクトマネジメント 
チームに対するアドバイザー 

Advisory Board 最終承認機関 

全社横断的に議論が必要な 
要件についての検討機関 

8 
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CRM:27 
環境：23 

103 

32 

実施回数 

14 

16 

Executive 

Committee 

Communication 

一気通貫のオフィスづくりを実現する組織体制 ～トップから社員まで全社の意識変革～ 

移転後業務 
POE/PDCA 

 移転 

椅子投票 デザインイメージ共有 カフェ サイン投票 

2011/02 移転完了 

部室（ＨＵＢ）選択 事前働き方 
調査 

ワークショップ 

家具選定/ 購買/工事 

ユーザーガイド 

 デザイン/運用検討  リサーチ＆プログラミング 

事前調査 

Event 

38 

241 

32 

6 

エルゴノミクスの訴求と 
働く環境への意識向上 

部門の自由度向上を目的と
して部ごとに家具を選択 

プロジェクトコンセプト”One 
Microsoft”への理解と参加意識の醸成 

トップと社員へのアンケート 
から導き出した方向性 

働き方とオフィスに関
する問題意識の共有化 

定期的な調査による 
現状オフィスの課題抽出 新たな環境の手引き 

プロジェクトからＦＭへの移管 

対象 回数 

Project 
Management 
Team 

プロジェクトの運営 
外部パートナーの調整 54 

プロジェクト組織図 Executive 
Steering 

Committee 

User 
Committee 

Change Management Communication 

Advisory 
Board 

Initiative 
Committee 

Functional 
Committee 

Project 
Management 

Team 
FM’er/nms 

Executive 
Adviser 

外部パートナー 
TDS/EIRE/ESC/ 
nms(MEP,Sec)/ 
CiniLittle/ACN 

Executive 
Adviser 

2010/01スタート 

カフェ試食会 

Research User Committee 
Initiative Committee 

Function Committee 
HUB Move Committee 

部門別 
部門横断 

承認機関・アドバイザー 
部門横断情報収集・検討機関 
部門情報収集アクション 
全社対象調査・アナウンス 

社長 プロジェクト 

ＷＰＡ 

海外オフィスとのべス
トプラクティスの共有 

社 長 が 主 催 す る Executive Steering 
Committeeを承認機関とし、経営戦略とオ
フィス構築が密接な連携を取りながらプロ
ジェクトを進行できる組織体制としました。 

オフィスの変革として新たな付加価値を創
出すべく、部門横断組織を立ち上げ、お客
様 対 応 (  CRM: Customer Relation 
Management）、環境、ワークスタイル
変革に向けての検討をしました。 
社員ひとりひとりの参加意識を醸し、新し
い働き方とオフィスを理解するためのプロ
セスとしてチェンジマネージメントを実施。
ニューズレター、数々のイベント,プロセ
スの可視化を行い  社員全体がオフィス
について考える場を共有しました。 

プレス発表 カフェ試食会 椅子展示・投票 オフィス見学 社員総会 デスク・椅子展示 
オペレーショ
ン 

＜ニューズレター
＞ 

2010/01 スタート 

nms: 日建設計マネジメントソリューションズ  TDS: ザ・デザイン・スタジオ   EIRE: エイ
ラシステム ESC: 映像システム  CiniLittle: シニリトルジャパン  ACN: アクセンチュア    

日本マイクロソフト株式会社における FMの成功事例（2） 

移転前通常業務 



2012年までに 
エネルギー消費量 

30％削減 
（2007年度比） 

社員の意識向上 
部門毎の 

消費電力可視化 
など 

検証用デスクトップPCの 
仮想環境移行 

仮想環境の推進 

ゴミ分別の徹底 

LED活用とセンサーによる 
自動消灯 

タスク＆アンビエント導入 

電灯 

空調制御、外気活用 
および風流量管理 

空調 

複合機 
ID管理による 
無駄の削減 

移転後CO2 53%低減 

 
ソフトウェアとテクノロジには世界中の人々や企業
が環境維持を促進するのに役立つ能力があります。 
マイクロソフトではGo-Greenのバーチャルチームを
中心に、画期的なテクノロジと信頼できるビジネス 
プラクティスを活用して世界中の環境問題の解決に
取り組んできました。 
 
対象領域ごとに現状課題の抽出,削減シナリオ, 
削減効果,移転後のオペレーションを検討したうえで 
6つの評価指標により実施内容を策定しました。 
 
環境対策の6つの評価指標 
①目標達成度（削減率） 
②ＭＳテクノロジー(先進性)の活用 
③社会的な視点 
④投資回収（経済効果） 
⑤現場負荷 
⑥環境投資効率 

テナントビルでの費用対効果の高い環境配慮 

 
新しいオフィス創りのアプローチ 

エネルギー消費量削減に向けた６つの実施項目 
 

 オートオープンドア 
 通常、未使用時は閉の会議室のドアを  
 開放するオートオープンのヒンジの 
 工夫応用に成功しました。 
 品川オフィスでは、すべての会議室に  
  オートオープンのドアを導入しました。 
 ・空調の流動性向上（空調負荷低減） 
  ・使用・未使用の可視化 
  ・室内の可視化でセキュリティ向上 
 

 リサイクル可能なアルミパーティション 
 退去時にリサイクルが可能な無塗装の 
 アルミのパーティションを採用。 
 

 施工期間の短縮と原状回復のコスト削減   
マグネット式の壁面化粧脱着パネルを 
 3072枚使用し,施工期間短縮,原状回復工事
コスト削減,入札プロセスによるコスト削減 

ファシリティマネージャならではの 
問題意識により,オフィスのデザインを通し 
環境負荷低減に貢献しています。 

日本マイクロソフト株式会社における FMの成功事例（3） 

新しいFMの形へのトランスフォーム POE  
入居後6か月後に全ユーザーを対象にPOEを実
施。 すべての項目において改善がされてお
り、満足のいく環境と働き方への移行を完了
することができた。 
また入居1年後に各会議
室及びHUB(チームス
ペース), カフェテリ
アの利用率調査を実施。 
利用率の低い部屋や場
所に関しては,機能の変
更,追加を行うことによ
り効率的かつ満足度の
高い環境への変化を追
加投資計画の中で実施
し、改善をおこなった。 

新本社ビルに移転等同時に,FMの形も変革を
行った。 インハウスのFM’erとしてはよりス
トラテジックに。そして新しい価値の創造へ。 
標準化できる業務に関しては、Best-in-Class 
のサービスを提供できるパートナへのアウト
ソースを行うことにより,いままで以上に満足 
度の高いサービ
スと適切なコス
トマネージメン
トを実施。 今
回のモデル変更
により今まで以
上に戦略的かつ
Businessと連
動したFM戦略
が可能になりま
した。 

新しい働き方へのトランスフォーム 

             会社全体のスペースへは 
             ユニバーサルデザインの
コンセプトを導入。 社員がいつでもどこでも原猛環
境と共に運用コストを抑えたフリーアドレス型の働き
方を導入しました。 

  部門内の業務やコミュニ 
            ケーションを円滑に進め, 
            個別要件の実現の為チー
ム専用のＨＵＢスペースを設置。HUBスペースは各
チークが独立して管理運営するエリアにしました。 

業務に応じた働き方 
のバリエーション 

            役割や業務内容に応じて 
           「固定の座席を持たない働 
            き方」「固定席」の選択を
可能に。同じ部署内でも職種に応じた座席の選択が
でき、個人だけでなくチームの生産性の向上に寄与
しています。 

チームのつながり 

ユニバーサルな 
オフィス 



日本マイクロソフト株式会社 品川本社オフィス概要  
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